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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光反射領域を規定するリフレクタと；
　回路ハウジング領域を規定するヒートシンクと；
　前記光反射領域内に配置されるＬＥＤアセンブリであり、当該ＬＥＤアセンブリから熱
を放散させるために前記ヒートシンクと熱伝達するＬＥＤアセンブリであって、
　　少なくとも１つのＬＥＤであって、当該少なくとも１つのＬＥＤを通じるＬＥＤ電流
の流れに応答して光を発するように動作可能な少なくとも１つのＬＥＤと、
　　前記少なくとも１つのＬＥＤによる前記発光を検出するように動作可能な少なくとも
１つの光パワーセンサと、
　を含むＬＥＤアセンブリと；
　前記回路ハウジング領域内に配置されるＬＥＤドライバ回路であって、前記ＬＥＤアセ
ンブリと電気伝達し、前記少なくとも１つのＬＥＤを通じる前記ＬＥＤ電流の流れを、前
記少なくとも１つの光パワーセンサによる前記発光の検出の関数として制御するＬＥＤド
ライバ回路と；
を有するランプアセンブリ。
【請求項２】
　請求項１に記載のランプアセンブリにおいて、前記ＬＥＤドライバ回路は、前記少なく
とも１つのＬＥＤによる前記発光と関連した少なくとも１つの照明変数の伝達を受信する
ように動作可能なトランシーバを含み、前記少なくとも１つのＬＥＤを通じる前記ＬＥＤ
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電流の前記流れは、前記少なくとも１つの光センサによる前記発光の前記検出と、前記ト
ランシーバによる前記少なくとも１つの照明変数の前記伝達の受信との関数である、ラン
プアセンブリ。
【請求項３】
　請求項２に記載のランプアセンブリにおいて、更に、前記少なくとも１つの照明変数の
前記伝達を前記トランシーバに伝送するように動作可能なアンテナを有するランプアセン
ブリ。
【請求項４】
　請求項２に記載のランプアセンブリにおいて、更に、前記少なくとも１つの照明変数を
表すＬＥＤ制御信号を前記トランシーバに伝達するために前記トランシーバと電気伝達す
るコントローラを有するランプアセンブリ。
【請求項５】
　請求項２に記載のランプアセンブリにおいて、前記ＬＥＤドライバ回路は、更に、検出
された光値と所望の光値との間の差を表す補正光値を発生させるためのエラー検出器を含
み、前記検出された光値は、前記少なくとも１つの光パワーセンサによる前記発光の前記
検出を表し、前記所望の光値は、前記トランシーバによる、前記少なくとも１つの照明変
数の前記伝達の前記受信を表す、ランプアセンブリ。
【請求項６】
　請求項５に記載のランプアセンブリにおいて、前記ＬＥＤドライバ回路は、更に、前記
補正光値を受信するために前記エラー検出器と電気伝達するコントローラを含み、前記コ
ントローラは、前記補正光値の関数としてＬＥＤ制御信号を発生させるように動作可能で
ある、ランプアセンブリ。
【請求項７】
　請求項６に記載のランプアセンブリにおいて、前記ＬＥＤドライバ回路は、更に、前記
ＬＥＤ制御信号を受信するために前記コントローラと電気伝達するパワー回路を含み、前
記パワー回路は、前記少なくとも１つのＬＥＤを通じる前記ＬＥＤ電流の前記流れを前記
ＬＥＤ制御信号の関数として方向決めするように動作可能である、ランプアセンブリ。
【請求項８】
　請求項１に記載のランプアセンブリにおいて、前記少なくとも１つのＬＥＤは、複数の
ＬＥＤアレイを含む、ランプアセンブリ。
【請求項９】
　光反射領域を規定するリフレクタと；
　回路ハウジング領域を規定するヒートシンクと；
　前記光反射領域内に配置されるＬＥＤアセンブリであり、当該ＬＥＤアセンブリから熱
を放散させるために前記ヒートシンクと熱伝達するＬＥＤアセンブリであって、
　　ＬＥＤ手段であって、当該ＬＥＤ手段を通じるＬＥＤ電流の流れに応答して光を発す
るように動作可能なＬＥＤ手段と、
　　前記ＬＥＤ手段による前記発光を検出するための光センサ手段と、
を含むＬＥＤアセンブリと；
　前記回路ハウジング領域内に配置されるＬＥＤドライバ回路であって、前記ＬＥＤ手段
を通じる前記ＬＥＤ電流の前記流れを、前記光センサ手段による前記発光の検出の関数と
して制御するための手段を含むＬＥＤドライバ回路と；
を有するランプアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ランプハウジングに組み込まれた発光ダイオード（ＬＥＤ）及び光パワーセ
ンサに関する。より詳細には、本発明は、ランプのリモートコントロール及びフィードバ
ックを提供するためのランプドライバ回路を備えたランプハウジングに組み込まれた、Ｌ
ＥＤ及び光パワーセンサに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　ほとんどの人工光は、ランプ内のガスを通じる放電によって生成される。１つのこのよ
うなランプは、蛍光ランプである。人工光を生じさせる他の方法は、ＬＥＤの使用を含み
、該ＬＥＤは、該ＬＥＤを通じて流れる順方向電流に比例した放射束の形でスペクトル出
力を提供する。加えて、ＬＥＤ光源が、マルチスペクトル光出力の発生のために用いられ
ることができる。
【０００３】
　従来型のＬＥＤ光源は、個々の封入された発光ダイオード、又は、ユニットとして封入
された、実質的に類似したスペクトル特性の発光ダイオードの群を利用する。従来型のＬ
ＥＤ光源は、色補正されたＬＥＤ光源として実現される。色補正されたＬＥＤ光源は、蛍
光化合物層をＬＥＤに直接又は封入体内で加えることによって製造される。蛍光層は、Ｌ
ＥＤによって発せられる光、又はＬＥＤによって発せられる光の一部を吸収して、吸収さ
れた光と蛍光化合物との相互作用に基づいて、光を発する。色補正されたＬＥＤ光源は、
ＬＥＤ光源を形成するようにグループ化される。色補正されたＬＥＤに特定の量の直流が
印加されると、色補正されたＬＥＤは、スペクトル出力の最大精度を実現する。他のデー
タの中でもとりわけ、直流の上記特定の量は、色補正されたＬＥＤのそれぞれについての
定格（rating）に含まれる。　
【０００４】
　ランプ内で複数の色のＬＥＤの出力を組み合わせることは、白色光源を形成するための
代替方法である。このような組合せは、種々の色を生成するオプションを提供する。所望
の色及び強度並びに合理的な空間的均一性を有する光を生じるように多色ＬＥＤからの光
の正しい比率を組み合わせて維持することは、困難な問題である。なぜなら、ＬＥＤスペ
クトル及び効率は、電流、温度及び時間によって変化するからである。加えて、ＬＥＤ特
性は、単一の製造バッチからでさえ、ＬＥＤごとに相違する。ＬＥＤ製造が時間とともに
改善するにつれて、ＬＥＤごとの相違は、より小さくなるかもしれないが、温度、電流及
び時間に対するＬＥＤの相違は、半導体デバイスにおいて根本的なものである。従来型の
制御システムは、幾つかの実施例において、特定の量の直流を受信するＬＥＤの数を増減
することによってスペクトル出力の輝度レベルを調整する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　所望のランプ照明特性を保証するためのフィードバック機構を有する統合型のランプで
あって、照明センサ、ＬＥＤ及び制御回路がランプハウジング内に統合され、該ランプハ
ウジングは、システムフィードバックのために、発せられた光の一部を反射してフォトセ
ンサに戻すように動作可能である、統合型のランプを持つことは望ましい。また、制御さ
れた照明特性が、発せられた強度及び色を含み、これら強度及び色が、遠隔ラジオ周波数
源から受信される入力によって示される時間の関数として変化することができる、という
ことも望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の１つの形は、リフレクタ、ヒートシンク、ＬＥＤアセンブリ及びＬＥＤドライ
バ回路を有するランプアセンブリである。リフレクタは、光反射領域を規定する。ヒート
シンクは、回路ハウジング領域を規定する。ＬＥＤアセンブリは、光反射領域内に配置さ
れ、当該ＬＥＤアセンブリから熱を放散させるためにヒートシンクと熱伝達する。ＬＥＤ
アセンブリは、該ＬＥＤアセンブリを通じるＬＥＤ電流の流れに応答して光を発するよう
に動作可能な１つ又は複数のＬＥＤを含む。ＬＥＤアセンブリは、更に、上記（１つ又は
複数の）ＬＥＤによる発光を検出するように動作可能な１つ又は複数の光パワーセンサを
含む。ＬＥＤドライバ回路は、回路ハウジング領域内に配置され、ＬＥＤアセンブリと電
気伝達し、（１つ又は複数の）ＬＥＤを通じるＬＥＤ電流の流れを、（１つ又は複数の）
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光パワーセンサによる発光の検出の関数として制御する。
【０００７】
　用語「熱伝達（thermal communication）」は、ここでは、物理的接続、物理的結合、
又は、１つのデバイスから他のデバイスに熱を熱的に伝導するためのあらゆる他の技術と
して定義される。
【０００８】
　用語「電気伝達（electrical communication）」は、ここでは、電気的接続、電気的結
合、又は、１つのデバイスの出力を他のデバイスの入力に電気的に適用するための他のあ
らゆる技術として定義される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の上述の形式並びに他の形式、特徴及び利点は、好適な実施例の以下の詳細な説
明を添付の図面と共に読むことにより更に明らかになるであろう。詳細な説明及び図面は
、本発明を制限するものではなく、説明するに過ぎず、本発明の範囲は、添付の請求項及
びその均等物によって規定される。
【００１０】
　図１に示される発光ダイオードシステム１０は、ＬＥＤアセンブリ２０、ＬＥＤドライ
バアセンブリ３０及びリモートコントローラ４０を採用する。ＬＥＤアセンブリ２０は、
１つ又は複数の発光ダイオード（「ＬＥＤ」）２１であって各ＬＥＤが個別に又はアレイ
に構成されたＬＥＤ２１と、１つ又は複数の光パワーセンサ（「ＯＰＳＮＲ」）２２とを
含む。ＬＥＤドライバアセンブリ３０は、コントローラ（「ＣＯＮＴ」）３１と、電源回
路（「ＰＷＲＣ」）３２と、アンテナ３４と、トランシーバ（「ＴＸ／ＲＸ」）３５と、
信号プロセッサ（「ＳＰ」）３６と、エラー検出器３７とを含む。　
【００１１】
　光パワーセンサ２２は、ＬＥＤ　２１からの発光があればこれを検出する。１つの実施
例では、光パワーセンサ２２は、複数のフォトセンサであって各フォトセンサが異なった
特定の範囲の波長に応答するフォトセンサである。第２の実施例では、光パワーセンサ２
２は、フォトセンサの群であって各フォトセンサ群が異なった特定の範囲の波長に応答す
るフォトセンサ群に構成される。第３の実施例では、光パワーセンサ２２は、複数のフォ
トセンサであって各フォトセンサが同じ範囲の波長に応答するフォトセンサである。
【００１２】
　光パワーセンサ２２は、ＬＥＤ　２１からの光の発光の検出を表す１つ又は複数の検出
信号ＳＥＮを電気的に伝達する。１つの実施例では、光パワーセンサが、ＬＥＤ　２１か
らの発光の検出を表す電流信号を出力し、演算増幅器（図示せず）は、電流信号を電圧信
号に変換して、これら電圧信号を信号プロセッサ３６に電気伝達する。
【００１３】
　実際には、ＬＥＤアセンブリ２０の構造は、ＬＥＤアセンブリ２０の商業的な実施態様
に依存する。図２は、基板２３上に形成され又は取り付けられたＬＥＤ　２１及び光パワ
ーセンサ２２を採用する発光ダイオード（ＬＥＤ）アセンブリ２０（図１）の１つの構造
を示す。本実施例において、ＬＥＤ　２１は、ＬＥＤアレイの行、具体的には、赤色のＬ
ＥＤアレイＬＡＲの行、緑色のＬＥＤアレイＬＡＧの行、青色のＬＥＤアレイＬＡＢの行
及び黄色のＬＥＤアレイＬＡＡの行から構成されている。光パワーセンサ２２は、隣接し
たＬＥＤアレイ間に配置される光センサ（「ＰＳ」）からなる。
【００１４】
　図１を再び参照して、信号プロセッサ３６は、ＬＥＤ　２１からの発光の検出を表す検
出された光値ＳＬＶを決定し、該検出された光値ＳＬＶをエラー検出器３７に電気伝達す
る。１つの実施例では、エラー検出器３７は、示されるように加算器であり、信号プロセ
ッサ３６が、検出された光値ＳＬＶを加算器の負の入力に電気伝達する。第２の実施例で
は、エラー検出器３７は、二重入力を有する演算増幅器であり、信号プロセッサ３６が、
検出された光値ＳＬＶを演算増幅器の反転入力に電気伝達する。
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【００１５】
　ＬＥＤシステム１０のユーザは、リモートコントローラ４０を、制御信号ＣＳ１をアン
テナ３４に伝送するように動作させることができ、ここで、制御信号ＣＳ１は、ＬＥＤ　
２１からの所望の発光を表す。アンテナ３４は、制御信号ＣＳ１をトランシーバ３５に電
気伝達し、該トランシーバ３５は、制御信号ＣＳ１をＬＥＤ　２１からの所望の発光を表
す所望の照明値ＤＬＶに選択的に変換し、該所望の照明値ＤＬＶをエラー検出器３７に電
気伝達する。１つの実施例では、エラー検出器３７は、示されるように加算器であり、ト
ランシーバ３５が、検出された光値ＤＬＶを加算器の正の入力に電気伝達する。第２の実
施例では、エラー検出器３７は、二重入力を有する演算増幅器であり、トランシーバ３５
が、所望の光値ＤＬＶを演算増幅器の非反転入力に電気伝達する。
【００１６】
　エラー検出器３７は、所望の光値ＤＬＶと検出された光値ＳＬＶとを比較して、補正光
値ＣＬＶをコントローラ３１に電気伝達し、ここで、補正光値ＣＬＶは、所望の光値ＤＬ
Ｖと検出された光値ＳＬＶとの間の差を表す。コントローラ３１は、補正光値ＣＬＶを考
慮してＬＥＤ　２１の出力パワーレベルの変化が要求されるか否か決定するとともにＬＥ
Ｄ制御信号ＣＳ２を電源回路３２に通信するための、従来型の回路を採用し、ここで、Ｌ
ＥＤ制御信号ＣＳ２は、ＬＥＤ　２１の出力パワーレベルにおいて生じることが必要なあ
らゆる変化を表す。電源回路３２は、パワー集積回路（「ＰＷＲ　ＩＣ」）３３を使用し
、この回路３３は、従来どおり、ここで説明される回路を駆動するために必要とされる電
力ＰＷＲを受け、また、ＬＥＤ制御信号ＣＳ２によって示される、ＬＥＤ　２１の必要と
される光パワーレベルに基づいて、ＬＥＤ　２１に直流ＩＬＥＤを供給する。
【００１７】
　加えて、本発明の１つの実施例では、ＬＥＤシステム１０のユーザは、制御信号ＣＳ３
をアンテナ３４に伝送するようにリモートコントローラ４０を動作させることができ、こ
こで、制御信号ＣＳ３はコントローラ３１に記憶されるべきソフトウェアプログラムを表
し、コントローラ３１は、プログラマブルコントローラである。アンテナ３４は、制御信
号ＣＳ３をトランシーバ３５に電気伝達し、該トランシーバ３５は、制御信号ＣＳ３を、
コントローラに記憶されるべき所望のソフトウェアプログラムを表す制御信号ＣＳ４に選
択的に変換し、該所望のソフトウェアプログラムを、コントローラ３１に記憶されるよう
に、電気伝達する。記憶されているプログラムが実行されるべきとき、コントローラ３１
は、制御信号ＣＳ５をトランシーバ３５に電気伝達し、ここで、制御信号ＣＳ５は、メモ
リに記憶されたソフトウェアプログラムを考慮して、ＬＥＤ　２１からの光の所望の放出
を表す。トランシーバ３５は、制御信号ＣＳ５を所望の光値ＤＬＶに選択的に変換する。
１つの実施例において、制御信号ＣＳ１は、制御信号ＣＳ５に優先し、この場合、トラン
シーバ３５は、該トランシーバ３５がアンテナ３４及びコントローラ３１からそれぞれ制
御信号ＣＳ１及びＣＳ５の同時通信を受信するときはいつでも、制御信号ＣＳ１を所望の
照明値ＤＬＶに変換する。第２の実施例において、制御信号ＣＳ５は、制御信号ＣＳ１に
優先し、この場合、トランシーバ３５は、該トランシーバ３５がアンテナ３４及びコント
ローラ３１からそれぞれ制御信号ＣＳ１及びＣＳ５の同時通信を受信するときはいつでも
、制御信号ＣＳ５を所望の照明値ＤＬＶに変換する。
【００１８】
　実際には、ＬＥＤドライバアセンブリ３０の各構成要素の構造は、ＬＥＤドライバアセ
ンブリの商業的な実施態様に依存する。１つの実施例において、ＬＥＤドライバアセンブ
リ３０は、（１）米国特許出願公開第２００１／００２４１１２　Ａ１号、公開２００１
年９月２７日、名称「Supply Assembly For A LED Lighting Module」、（２）米国特許
出願公開第２００３／００８５７４９　Ａ１号、公開２００３年５月８日、名称「Supply
 Assembly For A LED Lighting Module」、（３）米国特許出願第６０／４６８，５３８
号、出願２００３年５月７日、名称「Single Driver For Multiple Light Emitting Diod
es」、（４）米国特許出願第１０／３２３，４４５号、出願２００２年１２月１９日、名
称「Supply Assembly For An LED Lighting Module」、及び／又は（５）米国特許出願第
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６０／４６８，５５３号、出願２００３年５月７日、名称「Current Control Method and
 Circuit for Light Emitting Diodes」に従って構成され、これら出願の全ては本願の出
願人に譲渡されているものであり、ここで参照によって組み込まれる。
【００１９】
　図３は、ＬＥＤシステム１０（図１）を実現しているランプアセンブリ５０及びリモー
トコントロール４１を示す。ランプアセンブリ５０は、ＬＥＤアセンブリ５１（図１に示
されるＬＥＤアセンブリ２０の実現例）と、光反射領域５３を規定する内面を持つリフレ
クタ５２と、回路ハウジング領域５５を規定する内面を持つヒートシンク５４と、熱導体
５６及び５７と、取付け基板５８と、電源回路５９（図１に示される電源回路３２の実現
例）と、回路基板６０と、アンテナ６６（図１に示されるアンテナ３４の実現例）とを採
用する。ＬＥＤアセンブリ５１は、光反射領域５３内に配置され、当該ＬＥＤアセンブリ
から熱を放散させるためにヒートシンクと熱伝達する。
【００２０】
　取付け基板５８、電源回路５９及び回路基板６０は、回路ハウジング領域５５内に配置
されている。取付け基板５８は、熱導体５６及び５７を介してヒートシンク５４に取り付
けられ、これら熱導体５６及び５７は、ＬＥＤアセンブリ５１からヒートシンク５４に熱
を引き出すための熱伝導経路を提供する。取付け基板５８は、示されるように、電源回路
５９及び回路基板６０を支持する。回路基板６０には、コントローラ６１（図１に示され
る、コントローラ３０、信号プロセッサ３６及びエラー検出器３７の実現例）と、トラン
シーバ６２（図１に示されるトランシーバ３５の実現例）と、コンデンサ６３、レジスタ
６４及びインダクタ６５の形の電子部品とが、電気的に取り付けられる。
【００２１】
　リモートコントロール４１は、リモートコントローラ４０（図１）を組み込んでおり、
これは、ユーザ（図示せず）からの入力に応答する無線周波数信号を伝送するための、ハ
ンドヘルドコンピュータ、ラップトップ、専用コンピュータ又は携帯情報端末（ＰＤＡ）
を含むが、これらに限定されるものではない。伝送された無線周波数信号は、アンテナ６
６によって受信される。ユーザは、ＬＥＤアセンブリ５１による発光と関連した種々の照
明変数を入力することができ、この変数は、光輝度レベル、光色レベル、色温度レベル及
び時間を含むが、これらに限定されるものではない。ユーザは、これらの種々のパラメー
タのうちの１つ又は複数を時間の関数として修正するプログラムを入力することができる
。
【００２２】
　１つの実施例では、ユーザは、リモートコントロール４１を、或る期間に亘って、ＬＥ
Ｄアセンブリ５１による発光と関連した種々の照明変数を制御する照明プログラムで、キ
ーパッドを用いてプログラムする。プログラムは、時間とともに光パラメータを変化させ
るために、ランプアセンブリ５０へのプログラムに基づいて、遅延した信号として伝送さ
れることができる。プログラムは、入力された直後に開始することができ、プログラムは
、予めプログラムされた将来の時間に開始することができ、又は、プログラムは、予めプ
ログラムされた将来の時間に周期的に開始することができる。
【００２３】
　第２の実施例では、ユーザは、リモートコントロール４１のキーパッドを用いて、ソフ
トウェアコードの複数の組でリモートコントロール４１をプログラムする。ソフトウェア
コードの各組は、少なくとも１つのＬＥＤアレイによる発光と関連した種々の照明変数の
うちの少なくとも１つを制御し、照明変数の変化は、特定の予めプログラムされた時間に
実行される。ソフトウェアコードの複数の組のうちの１つが、リモートコントローラ上の
キーパッド又はタッチスクリーン（ラベルされない）上のキーストロークシーケンスによ
って、即時の、将来の又は周期的な稼動のために、開始されることができる。
【００２４】
　第３の実施例において、ユーザは、ソフトウェアコードの１つの組を、リモートコント
ロール４１からコントローラ３１に、トランシーバ３５に対する制御信号ＣＳ３としてダ
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ウンロードし、該トランシーバ３５は、上述のように、制御信号ＣＳ３を制御信号ＣＳ４
に選択的に変換する。ダウンロードされたソフトウェアコードの組は、ダウンロードの際
に直ちに、ランプアセンブリ５０からの発光を制御するために実現されることができ、こ
の組は、将来、プログラムされたとおりに実現されることができ、又は、この組は、プロ
グラムされたとおりに周期的に実現されることができる。
【００２５】
　第４の実施例において、ユーザは、リモートコントロール４１からコントローラ３１に
ソフトウェアコードの複数の組をダウンロードする。ソフトウェアコードのダウンロード
された組のうちのどれでも、ダウンロード直後にランプアセンブリ５０からの発光を制御
するために実現されることができ、又は、ソフトウェアコードのダウンロードされた組の
うちのどれでも、プログラムされたとおりの将来の時間に実現されることができ、又は、
ソフトウェアコードのダウンロードされた組のうちのどれでも、プログラムされたとおり
に周期的に実現されることができる。代わりに、ソフトウェアコードのダウンロードされ
た組のどれでも、リモートコントローラ上のキーパッド又はタッチスクリーン（ラベルさ
れない）上のキーストロークシーケンスによって、即時の、将来の又は周期的な稼動のた
めに、開始されることができる。キーパッド又はタッチスクリーン上のこのようなキース
トロークシーケンスは、ランプアセンブリ５０のアンテナ６６で受信されるべき無線周波
数信号を伝送する。
【００２６】
　前述のように、アンテナ６６は、リモートコントロール４１から無線周波数信号を受信
し、信号をケーブル（図示せず）を介してトランシーバ６２に電気伝達する。１つの実施
例において、ケーブルは光反射領域５３を通じてアンテナ６６から回路基板６０に延在さ
れる。第２の実施例において、ケーブルはリフレクタ５４の外面に沿って延在し、ヒート
シンク５４を通じて回路ハウジング領域５５に入る。
【００２７】
　光反射領域５３内で、リフレクタ５２は、光反射材料ＬＲＭを含み、これは、少なくと
も部分的には、ＬＥＤアセンブリ５１から発せられた光に対して光学的に透明である。リ
フレクタ５２に含まれる光反射材料ＬＲＭは、１つの実施例において、シリコーン（例え
ばＮｙｅ２部シリコーン（部品番号ＯＣ－９７２２８Ａ－１及びＯＣ－９７２２８Ｂ－１
））である。空気と光反射材料ＬＲＭ（図示せず）の表面との間の界面は、ＬＥＤアセン
ブリ５１から発せられた光の一部をＬＥＤアセンブリ５１に反射させて戻す。ＬＥＤアセ
ンブリ５１の光パワーセンサ２２（図２）は、光反射領域５３で、空気界面で反射される
光パワーを検出する。光パワーセンサ２２は、トレース線及び／又は取付け基板５８及び
回路基板６０の内の又は上のバイアを介してコントローラ６１と電気伝達する。
【００２８】
　１つの実施例において、光散乱粒子が、光反射材料ＬＭＲに混合されることができ、Ｌ
ＥＤによってＬＥＤアセンブリ５１上に発せられる光を混合し、ＬＥＤアセンブリ５１上
の光パワーセンサに光を反射して戻す。
【００２９】
　空気と光反射材料ＬＲＭの表面との間の界面は、多少反射された光パワーをＬＥＤアセ
ンブリ５１に向けるような形状を取ることができる。代わりに、空気と光反射材料ＬＲＭ
の表面との間の界面は、ＬＥＤアセンブリ５１に反射される種々の色のＬＥＤの発光を適
切に混合する形状を取ることができる。このような混合は、反射されたパワーが、種々の
色のＬＥＤの発光の混合をランプアセンブリ５０の外の点において複製することを許可す
る。代わりに、追加の素子（例えばレンズ、フィルタ又はディフューザ）がランプアセン
ブリ５０の前面に取り付けられてランプアセンブリ５０から発せられる光の形、方向又は
色に影響を及ぼすことができる。
【００３０】
　回路を駆動するために必要とされる電力は、ランプベース６７を従来型の電球ソケット
に配置することによって供給される。ランプベース６７から電源回路５８及び回路基板６
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するための多数の方法を構想することができる。
【００３１】
　ランプアセンブリ５０及びリモートコントロール４１を実現するＬＥＤシステム１０（
図１）は、多数の機能を提供する。制御される変数は、色及び強度並びにディミングレベ
ルを制御するためのタイミング情報を含む。例えば、ＬＥＤ　２１又はＬＥＤアセンブリ
５１の動作の状態等の、ランプ動作の状態に関する情報が、得られることができる。この
ような状態情報は、リモートコントローラ４０又はコントローラ３１にプログラムされた
周期的ランプアセンブリ５０状態チェックに基づいて、ＬＥＤ　２１又はＬＥＤアセンブ
リ５１の何れかが最早動作可能でなく修復が必要であるか否か決定するのに用いられるこ
とができる。周辺光レベルに関する情報は、エネルギーを浪費しないために、又は、ラン
プの色を適応させて所望の雰囲気を維持するために、ランプに出力レベルを調整させるよ
うに利用されることができる。
【００３２】
　加えて、安全性及びセキュリティ目的のため、ランプは、権限のない人が部屋に入って
センサによって検出されるときに用いられるべきアラームモードを持つことができ、該セ
ンサは、直接又は他のリンクを介して、ランプにこの侵入を通信することができる。この
ときランプは、組み込まれたカメラで明確なビデオ画像が得られることを許可するために
オンにされることができる。部屋においてオンにされた光は、侵入者をうろたえさせ、侵
入者が逃げるように仕向けることができる。予めプログラムされた「火事」モードも用い
られることができ、消防士がレスキューの最中に、よりはっきりと見ることを手助けする
。煙の中の白色光は、通常、可視性を妨げるので、システムは、部屋の中にいる者の可視
性を高めるために赤い光を発するようにプログラムされることができる。
【００３３】
　ランプアセンブリ５０の図示実施例は、所望の光レベルを得るようにＬＥＤを制御する
ための遠隔制御される又はプログラムされた回路の動作のフィードバックとして用いられ
るべき、ランプアセンブリ５０内での（１つ又は複数の）光パワーセンサへの光反射を提
供するための構造を説明するためのものであり、全ての可能性を網羅的すること、又は、
上述した目的のために何が作製されることができるかを制限することを意図しない。従っ
て、多くの他の可能な組合せ及び実施例がある。ここで示され説明されるものを用いるこ
とにより、リモートコントロール４１は、ランプアセンブリ５０と通信して、少なくとも
１つの所望の光量パラメータを得る。従って、当業者は、ランプアセンブリ５０の実施例
を多くの種々のデバイスに採用することの利点を理解するであろう。
【００３４】
　上記の明細書において、本発明は、特定の実施例を参照して説明された。しかしながら
、当業者は、特許請求の範囲に規定された本発明の範囲から逸脱することなく種々の修正
及び変更がなされることができることを理解するであろう。従って、明細書及び図は、制
限的な意味ではなく説明的な意味で参照されるべきであり、このような全ての修正例は、
本発明の範囲内に含まれることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明によるＬＥＤシステムの１つの実施例を示す。
【図２】本発明によるＬＥＤアセンブリの１つの実施例を示す。
【図３】本発明の１つの実施例によるランプアセンブリの１つの実施例の断面図を示す。
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